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I Jp－ 6 天然汚れ組成を用いたテンセル汚染布の汚染・洗浄特性
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　【目的】･近年、衣料用新素材繊維の開発が進み、特にテンセルは新セルロース繊維として

定着しつつある。同じセルロース繊維である木綿や再生繊維レーヨンとは異なった風合い

を持っており、さらに、家庭洗濯での取り扱いが多くなってきたことから、衣料の洗浄を

行う上では、異なった取り扱いが必要であると予想される。そこで、本研究では、テンセ

ルの汚染性及び洗浄性について検討を行い、その要因を考察した。

　【方法】テンセルは、平織り及び綾織りの織り組織の異なる試料布を使用し、比較試料と

して綿カナキンの平織布の計３種類を使用した。奥村らの湿式人工汚染布の作成法に準じ

て、従来の汚染浴に加えて濃度の異なる汚染浴を５段階に調整し、汚れ量の異なる汚染布

を作成した。これらの汚染布についてJ I S指標洗剤に対する洗浄力試験を行い、洗浄力

評価を行った。さらに、汚染布の汚垢付着状態及び洗浄後の脱落状態についてマイクロス

コープにより観察を行った。

　【結果】実際に布上に付着した汚れ量から算出した汚垢付着率は、Ｋ／Ｓ値と高い相関を

示し、その回帰直線から、綿に比較してテンセルは高い汚染性を示した。一般に使用され

ている表面反射率4 2%前後の汚染布を用いた洗浄力試験では、テンセルの洗浄率は、綿

に比較して比較的高いことが認められた。さらに、平織りのテンセルは綾織りと比較して

高い洗浄率を示し、織り組織によって異なる洗浄性を示した。これら試料布の表面特性に

ついてマイクロスコープにより詳細な観察から考察を行った。

Up－7 綿布上のカルシウムが洗浄に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　○後藤純子＊　永山升三¨
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　【目的】　前報内こおいて木綿布（日本油化学会指定綿カナキン2030）上には、多＜

のカルシウムが存在していることが判明した。本研究では、綿布に存在するカルシウムの

量が洗浄性に与える影響を調べるために、天然汚れ組成と一致した汚垢成分で汚染した綿

布を用いて、洗浄力試験を行い、綿布上のカルシウムの量と洗浄性との関係を検討した。

　【実験】　綿布は、前処理として非イオン界面活性剤で洗浄を行ったものと、更にEDT

A－2Na溶液でカルシウム除去を行ったものを用いた。カルシウム付着量の異なる綿布

を天然えりあか布の平均的な分析値に準じて作成された汚染浴で汚染し、ターゴトメータ

ーを用いて洗浄力試験を行った。

　【結果】　非イオン界面活性剤で洗浄のみを行った綿布を汚染した場合、カルシウム除去

を行った綿布に比べて、汚垢の付着状態に違いがあると推察される。洗浄力試験の結果か

ら、カルシウムが多＜存在する綿布の洗浄率は、カルシウム除去を行った綿布の場合より

低＜、綿布上のカルシウムは洗浄性を低下させる傾向がある。
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